
（使用資材選択） 令和2年10月30日　作成

栽培責任者 東川町稲作研究会 確認責任者 東川町農業協同組合

事務局 事務局
住　　      所 上川郡東川町西町１丁目５番１号 住　　　    所 上川郡東川町西町１丁目５番１号
Ｔ     Ｅ     Ｌ 0166-82-2122 Ｔ     Ｅ     Ｌ 0166-82-2121

作型 品種 面積 予想反収 予想収穫量

（a） (kg/10a) (ｔ)

きたくりん 1,994.5 581.0 115.9
ゆめぴりか 142.8 581.0 8.3

計 2,137 124.2

農薬

使用量 用途

殺菌 ○

殺菌 ○

殺虫 ○

殺菌 ○
50ｇ/箱 殺虫

50g/箱 殺虫 ○ ○ ○
300g/10a 除草 ○

500ml～700ml/10a 除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○
200ｍｌ/10a 除草 ○

250ｇ/10a 除草 ○ ○ ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○

除草 ○
500倍 25L/10a 殺虫 ○

殺虫 ○

殺菌 ○

殺菌 ○

殺虫 ○

殺菌 ○
16倍 800ｍｌ/10a 殺虫 ○

500倍 25Ｌ/10a 殺虫 ○

1,250倍 25Ｌ/10a 殺虫 ○ ○
300倍 25L/10a 殺虫

100倍 60～150L/10a 殺菌 ○ ○
8倍 800ｍｌ/10a 殺虫

300倍 25Ｌ/10a 殺虫 ○

殺菌 ○ ○

殺菌 ○

9回 8回 7回 9回 7回

慣行栽培における化学合成農薬成分使用回数＜参考＞
作型 殺虫剤 殺虫・殺菌剤

（種子消毒）
うるち（移植） 7回 （4回） 5回 5回
うるち（直播） 6回 （6回） 11回 0回
もち（移植） 5回 （4回） 4回 7回

肥料（施用量：ｋｇ/10a）

慣行栽培における窒素施用量＜参考＞
化学肥料施肥量（㎏/10a）

備考
温湯消毒は農薬を使用しないため、カウントしない。
カスガマイシン、バリダマイシンは成分使用回数にカウントしない。

ベンゾビシクロン

ベンゾフェナップ

フェノキサスルホルン

イソチアニル

クロチアニジン

成分回数計

トリシクラゾール

スルホキサフロル

フェンキノトリオン

ピリミノバックメチル

ペントキサゾン

クミルロン

スタウトダントツ箱粒剤 50ｇ/箱

フェンキノトリオン

フェントラザミド

7月下旬
124.2

兆ジャンボ ピラクロニル

クサビフロアブル

本田防除

ダブルカットフロアブル 8倍 800ｍｌ/10a
トリシクラゾール

フサライド

ブラシンキラップフロアブル 8倍 800ｍｌ/10a
エチプロール

エクシードフロアブル

スタークルメイト液剤10

スルホキサフロル

トレボン乳剤

スルホキサフロル

フェリムゾン

500ml/10a

ビームエイトEXゾル

ベルーガフロアブル 500ml/10a

250倍　25L/10a

トドメMF乳剤

合計

カズガマイシン

エトフェンプロックス

エトフェンプロックス

ジノテフラン

10.0㎏

5回 0回 21回

5.0kg化学肥料窒素施用量計

5回 0回 22回
5回 0回 22回

殺菌剤 除草剤 植調剤

キラップフロアブル エチプロール

ダントツＥＸフロアブル クロチアニジン

バリダシン液剤 バリダマイシン

トレボンエアー

除草

バサグラン液剤（ナトリウム塩） ベンタゾン

カウンシルエナジーフロアブル 500ml/10a
トリアファモン

メガゼータジャンボ
プロピリスルフロン

ピラクロニル400g/10a

作業名
使用農薬商品名 成分名

苗箱処理

タチガレエースＭ液剤
500～1,000倍

500ml/箱
メタラキシルＭ

ヒドロキシイソキサゾール

特別栽培

パディート箱粒剤 シアントラニリプロール

本田防除

ダントツ箱粒剤 クロチアニジン

令和2年産「特別栽培農産物」栽培管理記録集計表

水稲うるち

115.9 種子消毒 4月上旬
8.3 箱処理 4月中旬

除草

左記の内
ﾎｸﾚﾝ委託
見込数量

防除計画

(ｔ) 作業名 防除予定月日

6月上旬

メタミホップ

1㎏/10a

アトトリ豆つぶ２５０

草笛フロアブル 300ｍｌ/10a

エンペラー１キロ粒剤

ピリミスルファン

フェンキノトリオン

ピリミノバックメチル

ピラクロニル


